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序論 

低迷するラグビー日本代表。第 6 回ラグビーワー

ルドカップ（以下、ラグビーW 杯）の日本代表の試合

結果は 4 戦 1 分 3 敗で予選リーグ敗退となった。ラグ

ビー日本代表はラグビー強豪国相手に勝つことは出

来ないのであろうか。2007 年 W 杯から見えてきた日

本ラグビーの問題点を抽出し、その原因と改善のた

めの方策について探っていこうとする。代表チームを

強化し、ひいては日本ラグビー界全体の水準をあげ

るためには、現在どのような問題点があり、今後どの

ような方向性が求められているのかを、明らかにして

いきたい。 
 

第 1 章 ラグビーW 杯 2007 フランス大会 
2007 年 9 月 7 日からフランスを中心にウェールズ、

スコットランドにまたがって開催されたラグビーW 杯

2007 フランス大会は 10 月 20 日（日本時間 21 日午

前 4 時）パリ近郊のサン＝ドニで決勝を行い、史上初

の大会 2 連覇の期待がかかったイングランドと 95 年

の第 3 回大会覇者、南アフリカとが激突し、南アフリカ

が 15 対 6 でイングランドを下し、95 年に優勝して以来

となる、3 大会ぶり 2 度目の栄冠を手にした。第 6 回ラ

グビーW 杯決勝トーナメントの試合内容、日本代表

の試合結果を検討した結果、体格で劣る日本人は体

の大きい外国人に対し、彼らより早く筋持久力を消費

してしまうことが明らかとなった。 
 

第 2 章 ラグビー日本代表選手の問題点と強化の方

向性 
体格の優る相手と対戦する際に、筋持久力を維持

するにはどうしたらよいのだろうか。この問題について

ヒントになるのが、同じコンタクトスポーツであるアメリ

カンフットボールの日本代表は、W 杯で上位に入っ

ているという事実である。この違いは、アメフトが「断

続的」なゲームであり、ラグビーが「継続的」なゲーム

であるからではないだろうか。ラグビーのなかで筋持

久力の問題を解決するためには、筋持久力を浪費し

ない為のキックを主体とする戦術を研究すること、選

手個人の力を向上させるアカデミー制度を作ることな

どが必要であると思われる。 
 

第 3 章 チームとしての強化と HC（ヘッドコーチ）の

重要性について 

第 3 章では、日本代表 HC のあり方が、どうあるべ

きかについて検討した。前 HC エリサルドとジョン・カ

ーワンとを比較しながら検討した結果、フランス式の

型を日本人選手にあてはめようとしたエリサルドは失

敗し、日本人の適性にあったラグビーを追及している

カーワンは大きな成果を収めてことが明らかとなっ

た。 
しかし、今後はカーワンが「日本人が日本代表を

指揮するべき」だと語るように、日本人 HC が必要で

あると思われる。 
日本人 HC に必要とされる要素を考えるうえで、 

過去、日本人監督として、最も長い期間在任した大

西鐡之祐の方法は、多くを教えてくれる。彼は「カン

ペイ」などの独自の戦術を駆使し、日本代表を強化し

た。大西の方法には、これからの日本人 HC が考える

べきことのヒントが数多く隠されている。  
 

第 4 章 協会の協力・体制の強化 
ラグビー強化のための施策を具体化・実行するた

めには、なによりも協会の協力、支援が不可欠である。

日本代表の母体となる存在は、「日本ラグビー協会」

である。日本ラグビー協会の全面的なバックアップが

なければ、選手個人の強化も HC 候補の人材育成も

実現しない。そこで本章では、日本ラグビー協会の

持つ問題点とその改善策について検討した。 
その結果、監督の在任期間を１～２年程度から５年

以上と長くし、それによって長期的展望に立った強化

策を可能にすることが必要であることが明らかになっ

た。 
また、海外の強豪国のように、日本もトップ選手の

あいだに独自の統一的なラグビー・スタイルを確立す

る努力が必要であることが明らかとなった。 
 

結論 
日本代表が世界の強豪国と互角に渡り合える力を

身に付け、今後の W 杯において決勝トーナメントに

進出するには、長期に渡り継続的かつ計画的な強化

が必要であることが絶対に必要である。W 杯で勝利

しなくては、日本のラグビー人気回復は有り得ない。

W 杯で勝つことは、「日本代表が強くなったと」認知さ

れるだけでなく、ラグビー人気回復に直接リンクしてく

るのである。 

 


